
取　扱　説　明　書

製品コード K46285
型　　式 TGT8840

部品ご注文の際は、ネームプレートをお確かめの上、
部品供給型式を必ずご連絡下さい。

“必読”機械の使用前には必ず読んでください。

ジャイロテッダ



 ■仕 様 ＊仕様は予告なく変更する場合があります。

型　式
作業幅

mm

作業時機体寸法 mm（移動時）
重量

kg

性　　能
ロータ

（タイン数）
外部油圧

タイヤサイズ 適応

トラクター

kW（PS）全長 全幅 全高
作業速度

km / 時
作業能力

a /時 ロータ 移動輪

TGT8840 8500 4200
（3960）

8800
（3550）

2200
（3180） 1570 6～10 422～704 8

（6/1 ロータ）

複動２系統

ロータ / 折畳

み移動輪

グラスガード

16×6.50-8-4PR（6個）

16×9.50-8-6PR（2個）

7.00-
12-6PR

44～88
（60～120）

 ※ 機体寸法の（　）は移動時寸法です。

 ※  作業速度は収量によって調整が必要となる場合があります。

 ■小型特殊自動車としての取り扱い

公道走行規制緩和に伴い、農耕作業用トレーラは道路運送車両法上の小型・大型特殊自動車に分類さ

れます。当該作業機は、小型特殊自動車に分類され、小型特殊自動車は“公道走行の有無にかかわらず”

軽自動車税を納付し、課税標識（ナンバープレート）の交付を受け、市町村条例に従い取り付けるなど

の対応が必要となります。

手続きや取り付け位置などの詳細は、最寄りの販売店や市町村役所にご相談ください。

また、規制緩和に関する詳細は、日農工の農耕作業用トレーラのガイドブックをご参照ください。

※農耕作業用トレーラとは

農耕トラクタのみによりけん引され、農地における肥料・薬剤等散布、耕うん、収穫等の農耕作業や農

業機械等の運搬作業を行うために必要な構造を有する被けん引自動車が対象となります。

 ■運転免許について

トラクタで、農耕作業用トレーラをけん引し公道を走行する場合は、以下の運転免許を取得している必

要があります。

制限 農耕トラクタの寸法が全長４．７ｍ以下、全幅１.７ｍ以

下、全高２.０ｍ以下（安全キャブや安全フレームの高

さ２.８ｍ以下）、かつ最高速度１５ｋｍ /ｈ以下の場合

左記の寸法又は運行速度１５ｋｍ / ｈをひ

とつでも上回る場合

必要な運転免許証 小型特殊免許（普通免許等、原付免許以外） ・大型特殊免許（農耕用に限る、も含む）

・けん引免許（農耕用に限る、も含む）

（※車両総重量７５０ｋｇを超える農耕作

業用トレーラをけん引する場合）

 ■車台番号について

当該作業機には、製造番号と並列して機械の同一性を管理する車台番号が打刻されています。車台番

号は、納税の際に必要となる場合があります。打刻位置と打刻形式は以下を参照ください。

型式 車台番号

ＴＧＴ８８４０ ＴＧＴ８８４０‐※※※※※※
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 安全に作業するために

Ᏻ全に㛵する㆙告について

༳ࡁの㆙告࣐ークはᏳ全ୖࠊ特に重要な㡯┠ࢆ♧しています。
㆙告ࢆᏲりࠊᏳ全な作業ࢆ⾜ってくࡉࡔい。

 ༴ 㝤 とにࡇ࠺㈇ࢆは重യࡓṚஸまࠊ場合ࡓっなࢃの㆙告ᩥにᚑࡑ
なるࡶのࢆ♧します。

 ㆙ 告 ༴㝤性࠺㈇ࢆは重യࡓṚஸまࠊ場合ࡓっなࢃの㆙告ᩥにᚑࡑ
があるࡶのࢆ♧します。

 ὀ ព のࡶがあるࢀࡑ࠾࠺㈇ࢆガࢣࠊ場合ࡓっなࢃの㆙告ᩥにᚑࡑ
。します♧ࢆ

㆙告ラࣝ࣋の㈞りࡅ⨨

部品番号 151183

部品番号 151182

㸫 ラࣝ࣋がᦆയしࡓとࡁは 㸫
㆙告ラࣝ࣋はࠊ⏝⪅࠾よࡧ࿘ᅖの作業⪅な༴㝤ࡏࡽ▱ࢆるษなࡶのです。

ラࣝ࣋がᦆയしࡓとࡁはࠊすみࡸに㈞り᭰࠼てくࡉࡔい。

ὀᩥの㝿にはࡇࠊのᅗに♧す　部ရ番号　ࡏࡽ▱࠾ࢆくࡉࡔい。
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Ᏻ全᧯作ୖのὀពⅬ

ṚஸࠊないとࡽᏲࢆているὀព㡯ࢀࡉにグ㍕ࡇࡇ

。がありますࢀࡑ࠾るࡌ⏕ࢆയᐖࡴྵࢆ

作業๓にはࠊ作業機࠾よࡧトラクタの取扱ㄝ᫂᭩ࢆ

よく࠾ㄞみになりࠊ༑ศに⌮ゎࢆしてࡈࡽ⏝く

。いࡉࡔ

作　業　๓　に

取扱ㄝ᫂᭩は〇ရに㏆᥋してಖᏑࢆ

 ὀព
●�機械の取りᢅいで分からないがあࡗたと

き、取ᢅㄝ᫂᭩を製ရに㏆᥋してಖᏑしてい

ないため、自分のุ᩿だけで対ฎするとᛮわ

。ガをするがありますࢣ、しࡇᨾを㉳ࡠ

� 取ᢅㄝ᫂᭩は分からないがあࡗたときにす

るよう、製ရに㏆᥋してಖᏑしࡏに取りฟࡄ

てください。

取扱ㄝ᫂᭩ࢆよくㄞࢇで作業ࢆ

 ὀព
●�取ᢅㄝ᫂᭩に記㍕されている安全上のὀព

㡯や取ᢅ要㡿の༑分な理ゎのまま作業

すると、ᛮわࡠᨾを㉳ࡇすがあります。

� 作業をጞめるときは、製ရに㈞付している㆙

࿌ラࣝ࣋、取ᢅㄝ᫂᭩に記㍕されている安全

上のὀព㡯、取ᢅ要㡿を༑分に理ゎして

から行ࡗてください。

いࡉࡔは運転しないでくࡁなとࢇࡇ

 ㆙告
●�యㄪがᝏいとき、機械᧯作に័れな場合な

どに運転すると、ᛮわࡠᨾを㉳ࡇすがあ

ります。

� ḟの場合は、運転しないでください。

⏤のの理ࡑ、�㐣ປ、Ẽ、薬≀のᙳ㡪ڧ

により作業に㞟୰できないとき。

。�㓇を㣧んだときڧ

。�機械᧯作がᮍ⇍なேڧ

。�ዷፎしているときڧ

᭹は作業に適しています

 ㆙告
●�作業に㐺さない᭹で機械を᧯作すると、⾰

᭹の一㒊が機械にᕳき㎸まれ、Ṛஸを含むയ

ᐖをまࡡくがあります。

� ḟに♧す᭹で作業してください。

。つきのないものを╔用するࡪや〈は、だ⿇�ڧ

╔つきのないものをࡪンや上╔は、だ࣎ࢬ�ڧ

用する。

。ットを╔用する࣓ࣝ࣊�ڧ

などはࣝ࢜タ⭜、ࣝ࢜まき、㤳ᕳきタࡕ�はڧ

しない。

機Ეࢆேに㈚すとࡁは

 ㆙告
●�機械をேに㈚すとき、取ᢅㄝ᫂᭩に記㍕さ

れている安全上のὀព㡯や取ᢅ要㡿が分か

らないため、ᛮわࡠᨾを㉳ࡇすがありま

す。

� 取ᢅい᪉法をよくㄝ᫂し、取ᢅㄝ᫂᭩をΏして

用๓にはよくㄞむようにᣦᑟしてください。

機Ეのᨵ㐀⚗Ṇ

 ὀព
●�機械のᨵ造や、当♫ᣦᐃ以外のタッ࣓ࢳン

ト・㒊ရなどを取り付けて運転すると、機械

の◚ᦆやയᐖᨾをまࡡくがあります。

� 機械のᨵ造はしないでください。

� ントは当♫ᣦᐃ製ရを用してく࣓ࢳタッ

ださい。㒊ရ交するときは、当♫がᣦᐃす

るものを用してください。

ጞ業Ⅼ᳨のບ⾜

 ㆙告
●�機械を用するときは、取ᢅㄝ᫂᭩にᇶ࡙き

ጞ業Ⅼ᳨を行い、␗ᖖ⟠所は必ずᩚഛを行ࡗ

てください。

� すだけࡇᏲらないと、機械の◚ᦆを引き㉳ࠉ

でなく、機械にᕳき㎸まれる等のᛮわࡠᨾ

により、Ṛஸまたは重യを㈇う༴㝤性がありま

す。
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はࡁンጞ動࣭Ⓨ㐍するとࢪン࢚

 ㆙告
ࢫンをጞ動するとき、トラクタのᶓやࢪン࢚�●

の対たまま行うと、⥭ᛴែࡗ❧ップにࢸ

ฎができず、運転⪅はもࢁࡕん࿘ᅖにいるே

がࢣガをするがあります。

� 運転ᖍにᗙり、࿘ᅖの安全を☜ㄆしてから行ࡗ

てください。
㹌ࠖࠕンをጞ動するとき、ኚ速レバーをࢪン࢚�●

�୰❧�にして行わないと、ኚ速機が᥋続≧ែ

になࡗているため、トラクタがᭀ走しᛮわࡠ

ᨾを㉳ࡇすがあります。

� ኚ速レバーをࠕ㹌 �ࠖ୰❧�にして行ࡗてく

ださい。
●�㹎㹒㹍をษらないで࢚ンࢪンをጞ動すると、ᛴ

に作業機が㥑動され、࿘ᅖにいるேがࢣガを

するがあります。

� 㹎㹒㹍をษࡗてからጞ動してください。
●�ᛴⓎ㐍するとトラクタ๓㍯がᾋき上がるが

あり、運転⪅がりⴠとされたり、࿘ᅖのே

をᕳき㎸んだり、ᛮわࡠᨾを㉳ࡇすがあ

ります。

� ࿘ᅖの安全を☜ㄆし、ࡗࡺくりとⓎ㐍してく

ださい。
●�ᐊෆでጞ動するとき、Ẽガࢫにより୰ẘに

なるがあります。

� ❆、ᡞなどを㛤け、༑分にẼしてください。

作業機ࢆ╔⬺するとࡁは

 ㆙告
●�作業機を╔⬺するためにトラクタを⛣動さࡏ

るとき、トラクタと作業機の㛫にேがいると、

ᣳまれてࢣガをするがあります。

�トラクタと作業機の㛫にேを㏆࡙けないでく

ださい。

 ὀព
●�作業機をトラクタに╔⬺するとき、ഴᩳ地や

พฝ地または㌾ᙅ地などで行うと、トラクタ

がពに動きฟし、ᛮわࡠᨾを㉳ࡇすが

あります。

� ᖹᆠで地┙のかたい所で行ࡗてください。
●�╔するトラクタによࡗては、๓㍯Ⲵ重が軽

くなり、᧯⦪が安ᐃとなࡗて、ᛮわࡠᨾ

をまࡡくがあります。

�トラクタフࣟント࢚࢘イトを取り付け、バ

ランࢫを取ࡗてください。

はࡁ⏝するとࢆイントࣙࢪー࣡ࣃ

 ༴㝤
イントを用するࣙࢪー࣡ࣃバーのない࢝�●

と、ᕳき㎸まれてࢣガをするがあります。

� イントは、用しなࣙࢪー࣡ࣃバーのない࢝

いでください。
バーがᦆയしたまま用すると、ᕳき㎸ま࢝�●

れてࢣガをするがあります。

� ᦆയしたらすࡄに取り᭰えてください。

� 用๓には、ᦆയがないかⅬ᳨してください。
●�トラクタおよࡧ作業機に╔⬺するとき、➨୕

⪅のὀពにより、ពに࣡ࣃーࣙࢪイント

が回転し、ࢣガをするがあります。

� 㹎㹒㹍をษり、トラクタの࢚ンࢪンをとめて

行ࡗてください。
ーンを取り付けないで用する࢙ࢳバーの࢝�●

と、࢝バーが回転し、ᕳき㎸まれてࢣガをす

るがあります。

�トラクタഃと作業機ഃの࢙ࢳーンを回転しな

い所に㐃⤖してください。

 ὀព
●�最ఙの重なりが㸯㸮㸮ੈを下回ると、ࣙࢪ

イントを回転さࡏたとき、◚ᦆしࢣガをする

があります。

� 最⦰の㝽㛫が㸰㸳ੈよりも小さくなると、

、とがありࡇが㉳きるࡆイントの✺き上ࣙࢪ

ガをするがࢣ、きࡡイントの◚ᦆをまࣙࢪ

あります。

� 㐺ṇな重なり量で用してください。
イントを᥋続したとき、クランプࣙࢪー࣡ࣃ�●

ていないࡗーࣝが㍈の⁁に納ま࣎ࡧンཬࣆ

と、用୰に外れ、ࢣガをするがあります。

� ⁁に納まࡗているか、᥋続㒊をᢲし引きして

☜かめてください。
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ᮏ機ࢆトラクタにࢳࢵ࣐ングしてබ㐨㉮⾜するとࡁ

はୗグの法௧ࢆ㡰Ᏺしてくࡉࡔい。

㐨㊰㏻法ࠊ㐨㊰車୧運㏦法ࠊ㐨㊰法。

の詳細は一⯡♫ᅋ法ே日ᮏ農業機械工業Ⓨࡑ

行の公道走行ガイドブックをご☜ㄆください。

� ※一⯡♫ᅋ法ே日ᮏ農業機械工業

� http://www.jfmma.or.jp/koudo.htmlࠉ

බ㐨㉮⾜するとࡁは

 ༴㝤
●�公道走行するときは公道走行関㐃法௧をᏲ

り、࿘ᅖの安全☜ㄆを必ず行ࡗてください。

� また、トラクタおよࡧ作業機の࿘ᅖにேを㏆

࡙けさࡏないでください。

� Ᏺらないと࿘ᅖのேをᕳき㎸み、Ṛஸまたࠉ

は重യを㈇わࡏるࡇとになります。
● 公道走行するときは㹎㹒㹍をධれないでください。

� Ᏺらないと࿘ᅖのேをᕳき㎸み、Ṛஸまたࠉ

は重യを㈇わࡏるࡇとになります。
●�公道走行するときは運行速度��㸭 K以下

で走行してください。
バーなどの㒊ရのࣟック・ᅛᐃは☜ᐇに࢝�●

行ࡗてください。

� バーなどの㒊ရが࢝Ᏺらないと、走行୰にࠉ

⬺ⴠし、࿘ᅖのேに༴ᐖをຍえるᜍれがあり

ます。

 ㆙告
● 公道走行するときは作業機がトラクタにしࡗか

りと╔されているࡇとを☜ㄆしてください。

� Ᏺらないと走行୰に作業機が外れ、࿘ᅖのࠉ

ேに当たり、Ṛஸまたは重യを㈇う༴㝤性が

あります。
●�公道走行は、トラクタと作業機をࢭーフ

。ーンで㐃⤖してください࢙ࢳーࢸ

� Ᏺらないと、ពに㐃⤖置が分㞳したとࠉ

きに重大なᨾとなるྍ⬟性があります。
●�公道走行するときは、必ず⛣動形ែにしてく

ださい。
● 公道走行するときは作業機に工ල、㒊ရなどを

✚㍕した≧ែで走行しないでください。

� Ᏺらないと走行୰に✚㍕≀がⴠ下し、Ṛஸࠉ

または重യを㈇う༴㝤性があります。

●�公道走行する๓にⅉⅆჾ、ᑕჾのⅬ᳨・

Ύᤲを行ࡗてください。

� ⅉⅆჾがⅬⅉしない場合には㒊ရを交して

ください。

� また、ኪ㛫走行は作業機のᑿⅉをⅬⅉさࡏ

てください。

� Ᏺらないと、ᚋ続車に㏣✺されるなどᛮわࠉ

ᨾにᕳき㎸まれ、Ṛஸまたは重യを㈇うࡠ

༴㝤性があります。

 ὀព
●�作業機の重みによりトラクタの制動㊥㞳がᘏ

。るྍ⬟性がありますࡧ

᪩めにブレーキをかけるようごὀពください。
●�作業機に付╔していた肥料、ᅵなどが道路上

に༴㝤な≧ែでᨺ置されると法௧㐪となり

ます。

� 公道走行する๓にΎᤲを行い、付╔≀を㝖

ཤしてください。
●�作業機༢యで公道に㥔車しないでください。
●�ᛴࣁンドࣝとᛴブレーキ、ᛴ⃭なࢩフト࢘ࢲ

ン等の᧯作により、トレーラ・ࢫインࢪ、ࢢャッ

ク・ナイフ、プラ࢘・࢘ト、ࢿࢫーキンࢢ

などトレーラ特有の␗ᖖ⌧象がⓎ⏕するᜍれ

があります。

� 㠀ᖖ以外はᛴ᧯作を㑊け、安全運転を行ࡗ

てください。
●�り᫆いれた路㠃や㞷道などを走行してい

るとき、ᛴ⃭な࢚ンࢪン・ブレーキではࢪャッ

ク・ナイフ⌧象を㉳ࡇすᜍれがあります。

� ᛴ⃭な࢚ンࢪン・ブレーキは㑊けてください。
●�りやすい路㠃でࣜࢫップすると、トレーラ・

、ト࢘・࢘ャック・ナイフ、プラࢪ、ࢢインࢫ

などトレーラ特有の␗ᖖ⌧象がࢢーキンࢿࢫ

Ⓨ⏕するᜍれがあります。

� ᛴブレーキ、ᛴࣁンドࣝ᧯作は㑊けてくださ

い。
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移動㉮⾜するとࡁは

 ༴㝤
●�⛣動走行するとき、トラクタのブレーキࢲ࣌

ࣝが左ྑ㐃⤖されていないと、∦ブレーキに

なり、トラクタが左ྑにられᶓ転などが㉳

。くがありますࡡᨾをまࡠり、ᛮわࡇ

� はࣝࢲ࣌場での特殊作業以外は、ブレーキ

左ྑ㐃⤖して用してください。
● ᆏ道・พฝ地・࢝ーブではప速走行してください。

ࡑすおࡇᏲらないと、転ಽ、転ⴠᨾを㉳ࠉ

れがあります。
てくださࡗバーなどのࣟックは☜ᐇに行࢝�●

い。

� 、バーなどが⬺ⴠし࢝Ᏺらないと、走行୰にࠉ

࿘ᅖのேに༴ᐖをຍえるᜍれがあります。
●�࿘ᅖの安全☜ㄆを必ず行ࡗてください。

� ࿘ᅖのேを㏆࡙かࡏないでください。

� ガࢣᏲらないと࿘ᅖのேをᕳき㎸み重大なࠉ

をさࡏるᜍれがあります。

 ㆙告
●�トラクタに運転⪅以外のேをࡏると、トラ

クタから転ⴠしたり、運転᧯作のጉࡆになࡗ

て、⥭ᛴែの対ฎができず、同⪅はも

ガをࢣ運転⪅自㌟がࡧん、࿘ᅖのேおよࢁࡕ

するがあります。

�トラクタには、運転⪅以外のேはࡏないで

ください。
●�ᛴ制動・ᛴ᪕回を行うと、運転⪅がりⴠと

されたり、࿘ᅖのேをᕳき㎸んだり、ᛮわࡠ

ᨾを㉳ࡇすがあります。

� ᛴ制動・ᛴ᪕回はしないでください。
●�᪕回するとき、ෆ㍯ᕪにより࿘ᅖのேを作業

機にᕳき㎸みࢣガをさࡏるがあります。

� ࿘ᅖのேや㞀ᐖ≀との㛫に༑分な㛫㝸をಖࡗ

てください。
●�᪕回するとき、作業機が᪕回᪉ྥとは㏫᪉ྥ

にࡩくれるため、࿘ᅖのேに᥋ゐしࢣガをさ

ガをするࢣたり、対ྥ≀・㞀ᐖ≀に⾪✺しࡏ

があります。

� ࿘ᅖのேや対ྥ≀・㞀ᐖ≀との㛫に༑分な㛫

㝸をಖࡗて行ࡗてください。
●�ഃ㠃がഴᩳしていたり、ഃ⁁がある通路で路

⫪を走行すると転ⴠᨾを㉳ࡇすがありま

す。

� 路⫪は走行しないでください。
●�高పᕪが大きいẁᕪをり㉺えようとする

と、トラクタが転ಽあるいはᶓ転し、ࢣガを

するがあります。

� あࡺみᯈを用してください。

●�作業機の上にேをࡏると、転ⴠし、ࢣガを

するがあります。

� また、≀を㍕ࡏて走行すると、ⴠ下し、࿘ᅖ

のேࢣガを㈇わࡏるがあります。

� 作業機の上には、ேや≀をのࡏないでください。
●�ࣟ ータ㒊をᢡりたたまずに⛣動走行すると、㞀

ᐖ≀などにࡪつかりࢣガをするがあります。

� ᢡりたたんで、⛣動さࡏてください。

 ὀព
●�ࣟ ータを᪼㝆するとき、ேが㏆࡙くと下ᩜき

になり、ࢣガをするがあります。

� ࿘ᅖにேを㏆࡙けないでください。
●�作業機の動ຊをษらないで走行すると、࿘

ᅖのேを回転≀にᕳき㎸み、ࢣガを㈇わࡏる

があります。

⛣動走行するときは、㹎㹒㹍をษࡗてください。
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作　業　୰　は

作業するとࡁは

 ༴㝤
●�運転୰または回転୰、ࣟータに᥋ゐするとᕳ

き㎸まれ、ࢣガをするがあります。࿘ᅖに

ேを㏆࡙けないでください。

回転さࡏてのࣟータのᢡりたたみは、༴㝤です。

� やめてください。

 ㆙告
●�運転୰または回転୰、タインにより▼などが

㣕散し、ࢣガをするがあります。

� ࿘ᅖにேを㏆࡙けないでください。
●�作業をするとき、࿘ᅖにேを㏆࡙けると、機

械にᕳき㎸まれ、ࢣガをするがあります。

� ࿘ᅖにேを㏆࡙けないでください。
●�作業機ᣦᐃの㹎㹒㹍の回転速度を超えて作業

すると、機械の◚ᦆにより、ࢣガをするが

あります。

� ᣦᐃ回転速度をᏲࡗてください。
●�作業機の上にேをࡏると、転ⴠし、ࢣガを

するがあります。

� また、≀を㍕ࡏて作業すると、ⴠ下し、࿘ᅖ

のேࢣガを㈇わࡏるがあります。

� 作業機の上には、ேや≀などはのࡏないでく

ださい。
●�ഴᩳ地で速度をฟしすࡂると、ᭀ走ᨾをま

。くがありますࡡ

� ప速で作業してください。

� 下り作業をするとき、ᆏの㏵୰でኚ速すると、

ᭀ走する原ᅉとなります。

� ᆏの๓でప速にኚ速して、ࡗࡺくりとおりて

ください。
●�わきぢ運転をすると、࿘ᅖの㞀ᐖ≀の回㑊や、

࿘ᅖのேの༴㝤回㑊などができず、ᛮわࡠ

ᨾを㉳ࡇすがあります。

� ๓᪉や࿘ᅖ、༑分にὀពをᡶいながら運転

してください。
●�手ᨺし運転をすると、ᛮわࡠ᪉ྥᭀ走し、

ᨾを㉳ࡇすがあります。

� しࡗかりとࣁンドࣝをᥱࡗて運転してくださ

い。

 ὀព
●�機械のㄪᩚや、付╔≀の㝖ཤなどを行うとき、

㹎㹒㹍およ࢚ࡧンࢪンをとめずに作業する

と、➨୕⪅のὀពにより、ពに作業機が

㥑動され、ᛮわࡠᨾを㉳ࡇすがあります。

� 㹎㹒㹍をษり、࢚ンࢪンをとめ、回転㒊やྍ

動㒊がとまࡗているを☜かめて行ࡗてくだ

さい。

トラクタࡽ㞳ࢀるとࡁは

 ㆙告
●�トラクタから㞳れるとき、ഴᩳ地やพฝ地な

どに㥔車すると、トラクタがᭀ走してᛮわࡠ

ᨾを㉳ࡇすがあります。

� ᖹᆠで安ᐃした場所に㥔車し、トラクタの࢚

ンࢪンをとめ、㥔車ブレーキをかけてᭀ走を

㜵いでください。
●�トラクタから㞳れるとき、作業機をあࡆたま

まにしておくと、➨୕⪅のὀពによりព

に㝆下し、ࢣガをするがあります。

� 下限まで㝆ࢁしてからトラクタを㞳れてくだ

さい。
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作業が⤊ࢃっࡽࡓ

機体ࢆΎᤲするとࡁは

●�動ຊをษらずに、回転㒊・ྍ動㒊の付╔≀の

㝖ཤ作業などを行うと、機械にᕳき㎸まれて

。ガをするがありますࢣ

� 㹎㹒㹍をษり、࢚ンࢪンをとめ、回転㒊やྍ

動㒊がとまࡗているを☜かめて行なࡗてく

ださい。

⤊業Ⅼ᳨のບ⾜

 ㆙告
●�作業ᚋのⅬ᳨をᛰると、機械のㄪᩚⰋや◚

ᦆなどがᨺ置され、ḟの作業にトラブࣝを

㉳ࡇしたりࢣガをするがあります。

� 作業が⤊わࡗたら、取ᢅㄝ᫂᭩にᇶ࡙きⅬ᳨

を行ࡗてください。
●�㸱Ⅼࣜンクで作業機をᣢࡕ上ࡆてⅬ᳨・ㄪᩚ

を行うとき、➨୕⪅のὀពにより、ពに

㝆下し、ࢣガをするがあります。

�トラクタ㸱ⅬࣜンクのἜᅽ回路をࣟックして

行ࡗてください。

調ฎ⨨࣭Ⅼ᳨࣭整ഛࢆするとࡁ

 ㆙告
●�㓄⥺にᦆയがあると、Ⓨ↮・Ⓨⅆにつながる

おࡑれがあります。

� ᦆയがある場合には作業を୰Ṇし、㒊ရ交

を行ࡗてください。

 ὀព
●�機械にㄪが⏕ࡌたとき、ࡑのままᨺ置する

と、◚ᦆやࢣガをするがあります。

� 取ᢅㄝ᫂᭩にᇶ࡙き行ࡗてください。
●�ഴᩳ地やพฝ地または㌾ᙅ地などで行うと、

トラクタや作業機がពに動きฟして、ᛮわ

。すがありますࡇᨾを㉳ࡠ

� ᖹᆠで地┙のかたい所で行ࡗてください。
●�㹎㹒㹍およ࢚ࡧンࢪンをとめずに作業する

と、➨୕⪅のὀពにより、ពに作業機が

㥑動され、ᛮわࡠᨾを㉳ࡇすがあります。

� 㹎㹒㹍をษり、࢚ンࢪンをとめ、回転㒊やྍ

動㒊がとまࡗているを☜かめて行ࡗてくだ

さい。
●�作業機をあࡆた≧ែのまま下にもࡗࡄたり、

㊊をධれたりすると、ពに㝆下し、ࢣガを

するがあります。

� 下にධるときは、台などで㝆下㜵Ṇをして

行ࡗてください。
●�Ἔᅽ࣍ーࢫの⥅手や࣍ーࢫに、ࡺるみやᦆയ

があると、㣕ࡧฟる高ᅽ࢜イࣝあるいは作業

機のᛴな㝆下で、ࢣガをするがあります。

� ⥅手や࣍ーࢫを外すときは、Ἔᅽ回路ෆのᅽ

ຊを無くしてから行ࡗてください。
●�ㄪฎ置・Ⅼ᳨・ᩚഛのために外した࢝バー

類を取り付けずに作業すると、回転㒊やྍ動

㒊にᕳき㎸まれࢣガをするがあります。

� ඖ通りに取り付けてください。
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１　トラクタへの装着

㐺ษな╔で安全な作業をしましࡻう。

１　ྛ部のྡ⛠とはࡁࡽࡓ

シャリンサポート；L,R

ホイールシャフト

シャリンカバー；L,R

サポートピン

タイヤ

シリンダ（折りたたみ）
シリンダ（移動輪昇降）

フォークエンド

ブンシュウリュウベン

ストップバルブ

シリンダ（グラスガード）

カプラ

油圧ホース

グラスガード

タインアーム

ロータギヤケース リンク CP；R

タイン ガード ロータギヤケース；B

トラニオン；C

ロック
アーム

ロータギヤケース；A

トラニオン；A

メインギヤボックス

ステー CP

メインフレーム

2P フレーム

ロータ
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１. ２㹎ࣞࣇー࣒

� トラクタとࢪャイࣟࢸッࢲᮏయを㐃⤖さࡏるも

のです。

２. ロࢵク

� ࣟックは外ഃのࣟータのᢡりたたみのᅛᐃ・ゎ

㝖に用します。

シリンダ

ロック

ゎ㝖

ᅛᐃ

ロープ

㸱. ストࣈࣝࣂࣉࢵ

� 外ഃのࣟータをᢡりたたみཬࡧ作業≧ែにする

とき、また⛣動㍯を⛣動≧ែཬࡧ作業≧ែにす

るときのἜᅽ᧯作の際に、Ἔᅽ回路の㛤㛢に

用します。

ン࣋ࣜ࣎ࢩ .４

� 外ഃのࣟータのᢡりたたみཬࡧ作業≧ែにする

ときのἜᅽ᧯作の際の、᪼㝆速度のㄪᩚに用

します。

５. 移動輪（タイヤ）

� ⛣動には、Ἔᅽ᧯作で⛣動㍯を下ࢪ、ࡆャイ

。た≧ែにしますࡆ上ࡕᮏయをᣢࢲッࢸࣟ

移動輪

（タイヤ）

シャࢪクフレームロータタイヤ

２　適応トラクタの⠊ᅖ

ᮏ製ရは、㐺ษなトラクタとの╔によりⓗ☜に性

⬟をⓎできるようにタィされています。

㐺ษなトラクタとの╔によࡗては、ᮏ製ရの⪏

ஂ性にⴭしくᙳ㡪をཬࡰしたり、トラクタの運転᧯

作にⴭしいᝏᙳ㡪をཬࡰします。

。の製ရの㐺応トラクタはḟのとおりですࡇ

適応トラクタ

４８～８８㹩㹕

（㸴５～１２０㹎㹑）

ᮏ製ရの㐺応トラクタより小さなトラクタで用する

と、㈇Ⲵに対し༑分な࣡ࣃーがでないがあります。

㸱　トラクタの╔

１. ロ࣡ーࣜンクの㐃⤖

 ㆙ 告

●�作業機を╔⬺するためにトラクタを⛣動さࡏ

るとき、トラクタと作業機の㛫にேがいると、

ᣳまれてࢣガをするがあります。

�トラクタと作業機の㛫にேを㏆࡙けないでく

ださい。

 ὀ ព

●�作業機をトラクタに╔⬺するとき、ഴᩳ地や

พฝ地または㌾ᙅ地などで行うと、トラクタ

がពに動きฟし、ᛮわࡠᨾを㉳ࡇすが

あります。

� ᖹᆠで地┙のかたい所で行ࡗてください。
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（㸯）�トラクタの࢚ンࢪンをጞ動して、トラクタのࣟ

࣡ーࣜンクඛ➃㒊と作業機の左ྑのࣟ࣡ーࣜン

クࣆンの位置が合うまでᚋ㐍して、トラクタを

とめてください。

� ンをとめ、㥔車ブレーキをかけてくださࢪン࢚

い。

（㸰��左のࣟ࣡ーࣜンクを㐃⤖し、ᢤけどめにトラク

タに付いているࣜンࣆࢳンをࣟ࣡ーࣜンクにᕪ

してください。

� ḟに、ྑのࣟ࣡ーࣜンクも同㡰に行ࡗてくださ

い。

（㸱��左ྑのࣟ࣡ーࣜンクが同ࡌ高さになるようにト

ラクタྑഃのࢪャࢫトࢫクࣜࣗーでㄪᩚして

ください。

（㸲��トラクタの࢚ンࢪンをጞ動し、トラクタのࣟ

࣡ーࣜンクを᪼㝆するἜᅽレバーを᧯作して

、ࡆられる位置まで作業機を上ࡆタンドを上ࢫ

。ンをとめてくださいࢪン࢚

（㸳��作業機୰ᚰがトラクタ୰ᚰにおおよࡑ一⮴す

る位置に、࢙ࢳック࢙ࢳーンあるいはࢫタࣅラ

イࢨーでࢭットし、作業機のᶓれをなくして

ください。

（㸴）ࣜࢠࢽ�を手๓᪉ྥ引き、ࢫタンドを上ࡆた≧

ែでࣆンがղにࣟックされたࡇとを☜ㄆしてく

ださい。

సᴗࡿࡍ≧ែ

ղసᴗ⨨

ձಖ⟶⨨

ニギリ

メインフレーム

スタンド
ಖ⟶ࡿࡍ≧ែ

（㸵）�ࣟ ࣡ーࣜンクをㄪᩚし、࣓インフレーム上㠃が

Ỉᖹになる位置にしてください。

２. トラクタ外部油圧の取りฟし

� 作業機のἜᅽࣜࢩンࢲはἜᅽᢡりたたみの」動

㸯⣔⤫とࢢラࢫガードの」動㸯⣔⤫で、࢝プラ

は㸯㸭㸰ࢫ࢜となࡗています。

� プラ㒊には、ࣟータの᪼㝆速度ㄪᩚ用のバࣝ࢝

ブ（ὶ量ㄪᩚᘚ、ࣟータᢡりたたみഃとࢢラࢫ

ガードのみ）と、Ἔᅽ回路㛤㛢のࢫトップバࣝ

ブがついています。

（㸯）�作業機࢝プラをトラクタἜᅽ取ฟ࢝プラに᥋

続してください。

（㸰）�ࣟ ックを᧯作するࣟープを、トラクタ運転ᖍか

ら᧯作のしやすい所に⤖んでください。

取扱いୖのὀព

●�Ἔᅽ࣍ーࢫ、ཬࣟࡧープは作業機の動きに㡰

応できるవ⿱をᣢたࡏてください。また、

かかり等がないように、వ分なたるࡗの引

みは㸰㹎フレームഃにまとめてください。
●�Ἔᅽ࣍ーࢫは、㸰㹎フレームで㸯⣔⤫ずつ分

けてあります。࢝プラ᥋続の際は、⤌合ࡏを

㛫㐪えないでください。

㸱. 㟁の᥋⥆

取扱いୖのὀព

� トラクタに㟁ရの⤖⥺をするとき、࢚ンࢪ

ンキーを㹍㹄㹄にしないで行うとࣙࢩートす

るがあります。

� てくださࡗンキーを㹍㹄㹄にして行ࢪン࢚

い。

作業機にはトラクタと㐃動するࢸーࣝランプをഛ

しています。

㟁はトラクタとࢿࢥクタで᥋続します。

４. 㟁ရの取りࡅ

� トラクタのⅉⅆಙ号取ฟࢿࢥクタとᮏ機のⅉⅆ

ჾࢿࢥクタを᥋続してください。

� ᮏ機は日農工標‽規᱁に‽ࡌた㓄⥺およࡧ㸶㹎

。クタを᥇用していますࢿࢥ

� クタが合わない、もしくはトラクタഃの動ࢿࢥ

作と㐃動しない場合は、ࠕ���� 㓄⥺ᅗࠖを☜ㄆ

のうえ、販売店にご相談ください。

取扱いୖのὀព

●�作業機ഃࢥードは、作業機の動きに㡰応でき

るవ⿱をᣢたࡏ、また、に引からないよ

うにたるみをとりᅛᐃしてください。
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４　⤌❧部ရ

１. ゎᲕ

� ᮏయにᅛᐃしている㒊ရをどいてください。

２. ⤌❧部ရの᫂⣽

� Ვໟに同ᲕされているᲕໟ᫂細にᇶ࡙き、必要

㒊ရがࡗࢁࡑているか☜ㄆしてください。

㸱. ⤌❧要㡿

� ྛ㒊ရの⤌❧に必要なࣝ࣎ト・ナット類は、Ვ

ໟ᫂細の➢号を参照してください。

（㸯）�ࣟ ックのゎ㝖に用するࣟープを取り付けてく

ださい。運転ᖍから᧯作しやすいとࢁࡇに⤖

んでください。

シリンダ

ロック

ゎ㝖

ᅛᐃ

ロープ

（㸰）�タイࣖの取り付け

� Ἔᅽ᧯作で⛣動㍯を動かし、⛣動㍯と୰ኸの

ࣟータタイࣖが両᪉᥋地した≧ែにします。

移動輪

（タイヤ）

シャࢪクフレーム

୧輪᥋ᆅࡋた≧ែ࡛సᴗࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ

ロータタイヤ

� ࣟックのࣟープを᧯作し、ࣟックをゎ㝖しἜᅽ

᧯作でࣟータをᗈࡆます。ྛࣟータにタイࣖ

を取り付け、ࣜンࣆࢳンでᅛᐃします。（ࢩャ

ࣜン࢝バーのྥきは㒊ရ⾲を参⪃に取り付け

てください。）

（㸱）�タイン・タインームの取り付け

� 回転᪉ྥに対してタインが下ᅗのྥきになる

ように、タインーム・タインを⤌❧てます。

（㸲）ࡑ�の㒊ရは㒊ရ⾲を参⪃に取り付けてくだ

さい。

 ὀ ព

●�ࣟ ータのᢡりたたみ、ᗈࡆる動作を⛣動㍯・

ࣟータタイࣖが両᪉᥋地していない≧ែで行

うと、機械が転ಽする༴㝤があります。

� ⛣動㍯・ࣟータタイࣖを両᪉᥋地さࡏた≧ែ

にし、ᖹᆠで地┙のかたい所で行ࡗてくださ

い。
●�タイࣖ・タインーム・タインの取り付けを

ࣟータがᢡりたたんである≧ែで行うと、高

所作業となり༴㝤です。

� ࣟータをᗈࡆた≧ែで行ࡗてください。
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╔イントのࣙࢪー࣡ࣃ　５

 ༴ 㝤

イントを用するࣙࢪー࣡ࣃバーのない࢝�●

と、ᕳき㎸まれてࢣガをするがあります。

� イントは、用しなࣙࢪー࣡ࣃバーのない࢝

いでください。
バーがᦆയしたまま用すると、ᕳき㎸ま࢝�●

れてࢣガをするがあります。

� ᦆയしたらすࡄに、取り᭰えてください。

� 用๓には、ᦆയがないかⅬ᳨してください。
●�トラクタおよࡧ作業機に╔⬺するとき、➨୕

⪅のὀពにより、ពに࣡ࣃーࣙࢪイント

が回転し、ࢣガをするがあります。

� 㹎㹒㹍をษり、トラクタの࢚ンࢪンをとめて

から行ࡗてください。
ーンを取り付けないで用する࢙ࢳバーの࢝�●

と、࢝バーが回転し、ᕳき㎸まれてࢣガをす

るがあります。

�トラクタഃと作業機ഃの࢙ࢳーンを回転しな

い所に㐃⤖してください。

 ὀ ព

●�最ఙの重なりが㸯㸮㸮PPを下回ると、ࣙࢪ

イントを回転さࡏたとき、◚ᦆしࢣガをする

があります。

� 最⦰の㝽㛫が㸰㸳PPよりも小さくなると、

、とがありࡇが㉳きるࡆイントの✺き上ࣙࢪ

ガをするがࢣ、きࡡイントの◚ᦆをまࣙࢪ

あります。

� 㐺ṇな重なり量で用してください。

１. 長ࡉの☜ㄆ᪉法

（㸯）࣡ࣃ�ーࣙࢪイント༢యで、最⦰長の安全࢝

バー（࢘タ）➃㒊位置を安全࢝バー（インナ）

に࣐ーキンࢢしてください。

（㸰）࣡ࣃ�ーࣙࢪイント（作業機ഃ）から、࣡ࣃーࣙࢪ

イント（トラクタഃ）を引きᢤいてください。

（㸱）�㸱Ⅼࣜンクを᪼㝆さࡏて、㹎㹒㹍㍈と㹎㹇㹁㍈

が最も᥋㏆する位置で、᪼㝆をṆしてくだ

さい。

（㸲）�トラクタのࣁンドࣝをษりながらࡗࡺくり๓㐍

し、㸰㹎フレームと࣓インフレームが᥋ゐする

とࢁࡇでṆしてください。

（㸳）�トࣝク࣑ࣜッタのࢭット࢝バーを引いて、㹎㹇

㹁㍈に㐃⤖し、㹎㹇㹁㍈の⁁に࣎ーࣝがはまり

㎸むまでᢲし㎸んでください。

（㸴）࢜�ートࣟックの࢝ラーを引いて、㹎㹒㹍㍈に㐃

⤖し、࢝ラーがࣟックの位置にᅛᐃされるまで

ᢲし㎸んでください。

（㸵）�安全࢝バーどうしを重ࡡ合わࡏたとき、安全

位置ࢢーキン࣐㒊位置と➃（タ࢘）バー࢝

の㛫㝸が㸰㸳PP以下の場合は、㸰㸳PPの㛫㝸

をಖつようにษ᩿᪉法の手㡰にᇶ࡙きษ᩿し

てください。

（㸶）�㸱Ⅼࣜンクを᪼㝆さࡏて、㹎㹒㹍㍈と㹎㹇㹁㍈

が最も㞳れる位置で、᪼㝆をṆしてくださ

い。

（㸷）�安全࢝バーどうしを重ࡡ合わࡏたとき、ࣃイ

プの重なりが㸯㸮㸮PP 以下の場合は、販売店

に㐃⤡し、長い࣡ࣃーࣙࢪイントと交してく

ださい。

２. ษ᩿᪉法
（㸯）安全࢝バーの࢘タ

とインナ両᪉を長い

分だけษり取ります。

（㸰）�ษり取ࡗた同ࡌ長さ

をࣃイプのඛ➃から

ィります。

（㸱）ࣃ�イプの࢘タとイン

ナ両᪉を㔠ࢥࣀまたは

。ッターでษ᩿します࢝

� ษ᩿するときは、ࣃイ

プの୰にࢫ࢚࢘をワめ、

� ษり⢊がࣃイプෆ㠃に付╔するのを㜵いでくださ

い。

（㸲）�ษりཱྀをࣖࣜࢫなどでなめらかに上ࡆてから

、をሬ布してࢫーࣜࢢイプをよくΎᤲし、ḟにࣃ

。ますࡏタとインナを⤌み合わ࢘
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㸱. Ᏻ全ࣂ࢝ーの⬺╔᪉法

（㸯）�安全࢝バーの取り外し᪉法

ձ ձ�プラࢪࢿࢫを取り
外します。

ղ ղ࣋�ーࢥࢫーンと
ーブࣗࢳーࣝドࢩ
を取り外します。

ճ ճ࢘�ターࢥーンと
ࢢンࣜࢢンࣜ࣋
を取り外します。

（㸰）�安全࢝バーの取付手㡰

ձ ձ�インナーࣚークの
に⁁ࢢンࣜ࣋
をሬりまࢫーࣜࢢ
す。

ղ ղ�ᇶ‽ࣆンをドライ
ブࣗࢳーブにྥけ
て、ࣜ࣋ンࣜࢢ
ンࢢを⁁に取り付
けます。

ճ ճ࢘�ターࢥーンを
取付、ࢥーンの✰
にࣜ࣋ンࣜࢢン
ンをᤄࣆ‽のᇶࢢ
ධします。

մ մ࣋�ーࢥࢫーンを
ーブに取り付ࣗࢳ
け、ࢥーンの✰に
ᇶ‽ࣆンと࣋
ࣜンࣜࢢンࢢのࢢ
ࣜーࢽࢫップࣝを
ᤄධします。

յ յ�プラࢪࢿࢫを⥾め
ます。

� 㟁動ドライバーの
用は᥎ዡされま
。んࡏ

⤖イントの㐃ࣙࢪー࣡ࣃ .４

（㸯）�トࣝク࣑ࣜッタ㒊㸹

� ⤖バーを引いて作業機の㹎㹇㹁㍈に㐃࢝ットࢭ

し、㹎㹇㹁㍈の⁁に࣎ーࣝがはまり㎸むまでᢲ

し㎸んでください。

� ートࣟック㒊㸹࢜

� ࡏライドさࢫまでࢁࡇラーをࣟックされると࢝

ます。ࡑのᚋ、ࣚークをトラクタ㹎㹒㹍にᢲし

㎸むと、࢝ラーが自動ⓗにᅛᐃの位置にはまり

㎸みます。

 ὀ ព

ーࣝཬ࣎、イントを᥋続したときࣙࢪー࣡ࣃ�●

ていないࡗンが㍈の⁁に納まࣆクランプࡧ

と、用୰に外れ、ࢣガをするがあります。

� ⁁に納まࡗているか、᥋続㒊をᢲし引きして

☜かめてください。

（㸰）�安全࢝バーの࢙ࢳーンをᅛᐃした所に取り付

け、࢝バーの回転を㜵いでください。

� ⿱ーンは㸱Ⅼࣜンクの動きに㡰応できるవ࢙ࢳ

をᣢたࡏ、またの引ࡗかかりなどがないよ

うにవ分なたるみを取ࡗてください。

５. トࣝクࣜࢵ࣑タ

� トࣝク࣑ࣜッタは࣡ン࢙࢘イラ࢙ࢳットトࣝク

ッタ機構のため㹎㹒㹍Ṇに作業機の័࣑ࣜ

性により回されるときに作動㡢がⓎ⏕する場合�

があります。機械をಖㆤするための機構の㡢で�

あり、ᨾ㞀㡢ではありまࡏん。
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２　運転を始める前の点検

機械をㄪᏊよく長ᣢࡕさࡏるため、作業๓に必ず行

いましࡻう。

１　運転๓のⅬ᳨

１. トラクタྛ部のⅬ᳨

� トラクタの取ᢅㄝ᫂᭩にᇶ࡙き、Ⅼ᳨を行ࡗて

ください。

２. 㐃⤖部のⅬ᳨

（㸯）�㸰㹎ࣜンクの㐃⤖㒊Ⅼ᳨

ձ�ࣟ ࣡ーࣜンクࣆン・ࣜンࣆࢳンは、ᤄධさ

れているか。

ղ࢙ࢳ�ック࢙ࢳーンはᙇられているか。

ճ�ල合がぢつかࡗたときは、࣡ࣟ������ࠕー

ࣜンクの㐃⤖ࠖのㄝ᫂にᇶ࡙きල合を

ゎᾘしてください。

（㸰）࣡ࣃ�ーࣙࢪイントのⅬ᳨

ձࣆ�ンࢶキࣚークഃのᢤけṆめのクランプࣆ

ンཬࡧトࣝク࣑ࣜッタഃのᢤけṆめの࣎ー

ࣝが㍈の⁁に納まࡗているか。

ղࣙࢪ�イント࢝バーの࢙ࢳーンの取り付けに

వ分なたるみがないか。また、㐺度なవ⿱

はあるか。

ճࣙࢪ�イント࢝バーにᦆയはないか。

� ᦆയしているときは、速やかに交してく

ださい。

մ�ල合がぢつかࡗたときは、ࠕ���� ー࣡ࣃ

イントの╔ࠖのㄝ᫂にᇶ࡙きල合ࣙࢪ

をゎᾘしてください。

（㸱）�Ἔᅽ⣔⤫のⅬ᳨

ձ�トラクタἜᅽ外㒊取りฟしཱྀの࢝プラの

᥋続は☜ᐇに行われているか。

ղࢫ�トップバࣝブの㛤㛢レバー位置は、ࣟー

タᢡりたたみ、⛣動㍯᪼㝆作業以外は

。ているかࡗ㛢ࠖになࠕ

ճ�Ἔᅽ࣍ーࢫにవ分なたるみはないか。また、

㐺度なవ⿱はあるか。

մ�ࣟ ープにవ分なたるみはないか。また、㐺

度なవ⿱はあるか。ල合がぢつかࡗたと

きは、ࠕ������トラクタ外㒊Ἔᅽ取りฟしࠖ

のㄝ᫂にᇶ࡙きල合をゎᾘしてください。

（㸲）�㟁ࢿࢥクタのⅬ᳨

ձ�トラクタの㟁ࢿࢥクタと☜ᐇに᥋続され

ているか。

ղ�㟁ࢥードにవ分なたるみはないか、また、

㐺度なవ⿱はあるか。

㸱. 〇ရᮏ体のⅬ᳨

（㸯）�タイン取り付けࣝ࣎トにࡺるみはないか。

� ල合がぢつかࡗたときは、ቑし⥾めしてくだ

さい。

（㸰）�࣓ インフレーム・ࢧブフレーム取り付けࣝ࣎ト

にࡺるみはないか。ල合がぢつかࡗたとき

は、ቑし⥾めしてください。

（㸱）�ྛ 㒊の⤥Ἔは༑分か。

� ල合がぢつかࡗたときは、ࠕ���� ⤥Ἔ⟠所一

ぴ⾲ࠖのㄝ᫂にᇶ࡙き、⤥Ἔしてください。

（㸲）�タイࣖの✵Ẽᅽは༑分か

� （���������35 ……… ���N3D（���NJI 㸭 FP2）

� （��� ��������35 … ���N3D（���NJI 㸭 FP2）

� （��� ��������35 … ���N3D（���NJI 㸭 FP2）

ンጞ動でのⅬ᳨ࢪン࢚　２

 ㆙ 告

●�㹎㹒㹍をษらないで࢚ンࢪンをጞ動すると、

ᛴに作業機が㥑動され、࿘ᅖにいるேがࢣガ

をするがあります。

� 㹎㹒㹍をษࡗてからጞ動してください。

１. トラクタ油圧系統のⅬ᳨

� トラクタἜᅽを᧯作し、ࣟ࣡ーࣜンクを上᪼し、

㸰㹎フレームをᣢࡕ上ࡆた≧ែで、㝆下がなけ

れࡤ␗ᖖありまࡏん。

� トラクタἜᅽ⣔⤫などに␗ᖖがあるときは、ト

ラクタ販売店にご相談ください。

２. 作業機油圧系統のⅬ᳨

（㸯）�トラクタἜᅽを᧯作して、ࣟータཬࡧ⛣動㍯を

㏵୰まで動かし、ࢫトップバࣝブをࠕ㛢ࠖにし

て、トラクタἜᅽレバーをඖにᡠしたとき、㝆

下がなけれࡤ␗ᖖありまࡏん。

（㸰）�ࣟ ータの᪼㝆速度を☜ㄆしてください。

� イࣖࣝをྑに回すと㐜く、左に回すと速くなࢲ

ります。

取扱いୖのὀព

●�ࣟ ータのᢡりたたみの動作とࢢラࢫガード㛤㛢

の際、᪼㝆速度が速すࡂるとྛ㒊に㐣㈇Ⲵが作

用し、ᮏ機の⪏ஂ性をⴭしくప下さࡏます。ࢩ

。ンで༑分ㄪᩚしてください࣋ࣜ࣎
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㸱. 作業機の㟁がトラクタとṇしく㐃動する

� トラクタのブレーキ、࢘イン࢝ーの᧯作をして、

作業機のࢸーࣝランプがṇしく㐃動するか☜ㄆ

してください。

㸱  ⤥油⟠ᡤ୍ぴ⾲

。イࣝはΎίなものを用してください࢜Ἔ、ሬ布する⤥�ۑ

。がฟるまでですࢫーࣜࢢがฟされ、᪂しいࢫーࣜࢢを⤥⬡する場合、㐺量とはྂいࢫーࣜࢢ�ۑ

� ※㸰�㸱�ࣟータࢣࢠーࢫ㒊はྂいࣜࢢーࢫがฟされないので、ࣜࢢーࢫガンで㸱㹼㸳回⛬度⤥⬡のࡇと。

21 2 11 1035

43

5 3

9 1 8

14 7

1. ࣓インࢠヤࢵ࣎クス ※2. ロータࢠヤࢣース ※3. ロータࢠヤࢣース㸹A,B 4. トラ࢜ࢽン㸹A

5. トラ࢜ࢽン㸹C ࣒ーンࣜࣕࢩ .6 7. ࣓インࣞࣇー࣒ 8. ロ࣡ーࣜンクࣈラࢵࢣト

ࣉイࣃ .9 10. ࣜンク CP㸹L,R

ップࣝࢽࢫーࣜࢢ

ップࣝࢽࢫーࣜࢢ

ップࣝࢽࢫーࣜࢢ

ップࣝࢽࢫーࣜࢢ

ップࣝࢽࢫーࣜࢢ

ップࣝࢽࢫーࣜࢢ
ップࣝࢽࢫーࣜࢢ
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11. アームᨭⅬ 12. トラニオン；B 13. トラニオン；C 14. シャࢪクフレーム

イントࣙࢪー࣡ࣃ .15 ブࣁ .16 17. グラスガード

グリースニップル

グリースニップル

グリースニップル
グリースニップル

グリースニップル

グリース
ニップル

No. ⤥ 油 場 ᡤ ⟠ᡤ ₶油の✀㢮 ⤥油時㛫 ⤥油量 ഛ  　⪃

1 ࣓インࢠヤࢵ࣎クス 1 ※１　㞟୰⤥油
グࣜース４✀㸹０号

ーズンࢩ１
まࡓは１００時㛫

５００g
（時）

2 ロータࢠヤࢣース 2 ※２　㞟୰⤥油
グࣜース４✀㸹２号

⏝ࡈと 適　量 グࣜースࣝࣉࢵࢽ

3 ロータࢠヤࢣース㸹㸿㸪㹀 6 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

4 トラ࢜ࢽン㸹㸿 8 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

5 トラ࢜ࢽン㸹C 4 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

6 ࣒ーンࣜࣕࢩ 8 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

7 ࣓インࣞࣇー࣒ 2 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

8 ロ࣡ーࣜンクࣈラࢵࢣト 2 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

9 ࣉイࣃ 2 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

10 ࣜンク㹁㹎㸹㹊㸪㹐 4 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

11 ᨭⅬ࣒ー 10 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

12 トラ࢜ࢽン㸹㹀 2 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

13 トラ࢜ࢽン㸹C 4 ࠌ ࠌ ࠌ グࣜースሬᕸ

14 ࣒ーࣞࣇクࢪࣕࢩ 2 ࠌ ࠌ ࠌ グࣜースࣝࣉࢵࢽ

15 イントࣙࢪー࣡ࣃ 㸭 ࠌ ࠌ ࠌ
グࣜースࣝࣉࢵࢽ

スライド部にሬᕸࣉイࣃ

16 ※㸱　ࣈࣁ 2 ࠌ ࠌ ࠌ グࣜースࣝࣉࢵࢽ

17 グラスガード 1 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

18 油圧ࣜࢩンࢲ 6 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

※㸯�㹇㹂㹃㹋㹇㹒㹑㹓ࢲࠕフࢽーࢿ࣏࢚ࠉックࢫ㹑㹐ࠉ㹌㹭�㸮ࠖまたは相当ရをおいください。

※㸰�㹇㹂㹃㹋㹇㹒㹑㹓ࢲࠕフࢽーࢿ࣏࢚ࠉックࢫ㹑㹐ࠉ㹌㹭�㸰ࠖまたは相当ရをおいください。

※㸱ࣁ�ブに⤥⬡するときは、ࣁブキャップを外してྂいࣜࢢーࢫのฟを☜ㄆしてください。

４  要ᾘ⪖ရと部ရ୍ぴ

༊ศ No 部ရྡ⛠ 部ရ番号 個数 ഛ⪃

タイン
1 タイン 0793553006 48
2 タイン࢘ࣗࢩ 079356100M 48

ロータ

タイヤ

3 タイヤ㸹１㸴�㸴.５０㸫８㸫４㹎㹐 1548520000 6
4 タイヤ㸹１㸴�㸷.５０㸫８㸫㸴㹎㹐 1328560000 2

移動輪 5 タイヤ㸹７.００㸫１２㸫㸴㹎㹐 0003780000 2
グラスガード 6 ンドローガード㸹㹊࢘ 1597290000 1
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３　作業の仕方

１　ᮏ〇ရの⏝┠ⓗ

㸯��ᮏ製ရは、場においての∾ⲡ、✄࣡ラ、㯏か

んのᣑ散・転作業に用します。

� の用㏵には用しないでください。

㸰��㞵上がり┤ᚋの場、ࡠかるみのある場、‵

Ẽの高い場では、作業を行わないでください。

。場がⰋくいてから作業をしてください

２　作業ࢆጞࡵる๓に

㸯��ᮏ機は、ᢡりたたみ、㛤き動作をトラクタἜᅽ（外

㒊取りฟし）㸯⣔⤫で᧯作できます。

� 。トップバࣝブを㛤いてくださいࢫ

㸰��ࣟ ープを引いてࣜࢩンࢲのࣟックをゎ㝖してく

ださい。

シリンダ

ロック

ゎ㝖

ロープ

㸱��トラクタἜᅽ（外㒊取りฟし）を᧯作し、ࣟー

タをᗈࡆてください。

� ⛣動㍯も㐃動して動きます 㹿

取扱いୖのὀព

●�ࣟ ータの᪼㝆の際、Ἔᅽ᧯作をᛴ⃭に行うと

ྛ㒊に㐣㈇Ⲵが作用し、ᮏ機の⪏ஂ性をⴭし

くప下さࡏます。࣋ࣜ࣎ࢩンを༑分ㄪᩚし、

。てくださいࡗくりとἜᅽ᧯作を行ࡗࡺ

㸲ࢫ��トップバࣝブを㛢ࡌてしまう。

㸳��トラクタἜᅽを᧯作し、ࣟ࣡ーࣜンクを上下さ

地㠃と機యフレームがỈᖹになるようㄪᩚ、ࡏ

します。

㸱　作業の✀㢮

１. ส取ิのᣑᩓ作業

� クバイン等によるส取列をᣑ散し、∾ⲡࢫࢹ

のⱼをᢡࡗて⇱をಁ㐍さࡏます。

２. 転作業

� ᣑ散された∾ⲡを、⇱≧ែにより一日にᩘ回

転し、⇱をಁ㐍さࡏます。

㸱. 㞟ⲡิのᣑᩓ作業

� ᣑࡧャイࣟレーキ等で作られた㞟ⲡ列を、ࢪ

散して、⇱をಁ㐍さࡏます。

場外࿘転作業 .４

� 場場外࿘の∾ⲡをガードを用してࢫラࢢ

の外に㣕散しないようにᣑ散・転さࡏます。

取扱いୖのὀព

ものではありまࡄの㣕散を全に㜵場外�●

ん。∾ⲡの㣕散は、∾ⲡの量、㢼ྥき、㹎ࡏ

㹒㹍回転ᩘでኚわります。

４　作業のࡵࡓの調整

１. ロータഴᩳゅの調整

� ᮏ機のࣟータഴᩳゅは、�ẁ㝵ㄪᩚ（✰ձ、ղ）

になります。ฟⲴは✰ձにタᐃされています

� ✰ձにタᐃするとഴᩳゅは大きくなります。

� ✰ղにタᐃするとഴᩳゅは小さくなります。

ձഴᩳゅ�

ղഴᩳゅ�ᑠ
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２. タインᆅୖ高の調整

� タインの地上高は、ࣟ࣡ーࣜンクでタインが地

㠃から㸯㸮㹼㸰㸮ੈになるようにㄪᩚします。

㸱. 作業速度と㹎Ｔ㹍ᅇ転速度

� 作業の✀類・∾ⲡのỈ分・収量に応ࡌ、㹎㹒㹍

の回転速度をኚえて作業します。下におよࡑの

┠安を♧しますので、≧ἣに応ࡌㄪᩚしながら

作業を行ࡗてください。

作 業 時 作 業 速 度 㹎Ｔ㹍ᅇ転速度 ഛ ⪃

ส取ิᣑᩓ

 転

㞟ⲡิᣑᩓ

Ỉศがከい

ⲡが長く重い
6 ～ 8km 㸭 hr 450 ～ 540rpm

Ỉศがᑡない

収量がᑡない
8 ～ 10km 㸭 hr 350 ～ 500rpm

⇱が㐍ࡽࡔࢇ速度ࠊࡆୖࢆ
㹎Ｔ㹍ᅇ転速度ࢆୗࡆてくࡔ
。いࡉ

※�㸰番ⲡ等、ⲡの⯙い上がりがከいとき、㹎㹒㹍回転速度を㸲㸮㸮㹼㸲㸳㸮㹰㹮ｍで作業するࡇとで、ⲡの

⯙い上がりをῶらすࡇとができます。

４. グラスガードの調整

� ࣟータഴᩳゅに応ࡌてンࢢ）ࣝࢢラࢫガード

ഃ）とンࣝࢢ（ࣜࢩンࢲഃ）の取付✰にㄪᩚ

してください。

ボルト M10ʷ30

ボルト M10ʷ30

グラスガード

アーム CP

アングル（シリンダഃ）

アングル

（グラスガードഃ）

ձղ

ングࣝ
（グラスガードഃ）

ングࣝ
（ഃࢲンࣜࢩ）

ղ

ձ

� ഴᩳゅ�大の場合はձの取付✰になります

� ഴᩳゅ�小の場合はղの取付✰になります

ձഴᩳゅ�

ղഴᩳゅ�ᑠ

ロータഴᩳゅ

� は下記の位置に取り付ࣝࢢンガードとࢫラࢢ

けてください。

グラスガード アングル

ྲྀ⨨

㸯ࢢ��ラࢫガード用のࢫトップバࣝブを㛤いてくだ

さい。

� ガードを外㒊ࢫラࢢ場外࿘転作業⤊ᚋは

Ἔᅽを᧯作して上ࡆてください。

取扱いୖのὀព

ものではありまࡄの㣕散を安全に㜵場外�●

。んࡏ

� 㣕散量は∾ⲡの量、㢼ྥき、㹎㹒㹍回転ᩘに

よࡗてኚします。
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５　作業要㡿

 ༴ 㝤

●�運転୰または回転୰、ࣟータに᥋ゐするとᕳ

き㎸まれ、ࢣガをするがあります。

� ࿘ᅖにேを㏆࡙けないでください。

� 回転さࡏてのࣟータのᢡりたたみは༴㝤です。

� やめてください。

 ㆙ 告

●�運転୰または回転୰、タインにより▼などが

㣕散し、ࢣガをするがあります。

� ࿘ᅖにேを㏆࡙けないでください。
●�ഴᩳ地で速度をฟしすࡂると、ᭀ走ᨾをま

。くがありますࡡ

� ప速で運転してください。

� 下り作業をするとき、ᆏの㏵୰でኚ速すると、

ᭀ走する原ᅉとなります。

� ᆏの๓でప速にኚ速して、ࡗࡺくりとおりて

ください。
●�㹎㹒㹍をษらないで࢚ンࢪンをጞ動すると、

ᛴに作業機が㥑動され、࿘ᅖにいるேがࢣガ

をするがあります。

� 㹎㹒㹍をษࡗてからጞ動してください。

 ὀ ព

●�ࣟ ータを᪼㝆するとき、ேが㏆࡙くと下ᩜき

になり、ࢣガをするがあります。

� ࿘ᅖにேを㏆࡙けないでください。
●�⛣動㍯を᪼㝆するとき、ேが㏆࡙くと下ᩜき

になり、ࢣガをするがあります。

� ࿘ᅖにேを㏆࡙けないでください。

取扱いୖのὀព

●�ᮏ作業機は機య幅のᗈい作業機です。特に

場外࿘㒊では❧ᮌ、∾ᰙ等、㞀ᐖ≀にたえ

ずὀពしៅ重に作業してください。

㸯��ส取列のᣑ散は、⇱ಁ㐍のため、ส取ᚋでき

るだけ᪩く、ᣑ散作業を行ࡗてください。

㸰��ᣑ散作業は、できるだけトラクタがส取列・㞟

ⲡ列をまたいだ≧ែで行ࡗてください。

㸱��ኪ㛫は大Ẽ୰の‵度が高くなります。

� ⇱㏵୰の∾ⲡはኪ㛫に‵Ẽを含み、含Ỉ⋡が

高くなるࡇとがあります。

� ኪ㛫の‵Ẽから∾ⲡをᑡしでもᏲるため、ኤ᪉

にはࢪャイࣟレーキ等で㞟ⲡ列を作ࡗてくださ

い。ᛴな㝆㞵があࡗても㞵からのれを最小限

にとどめるࡇとができます。

㸲��転作業୰、クࢩ・ࣝࢫャࣜン࢝バーに∾ⲡ

がワまり、タイࣖがࣃンクする等、作業にᨭ㞀

をきたすおࡑれがあります。

� ∾ⲡがワまࡗたときは㝖ཤしてください。

㸴　運　　　ᦙ

 ༴ 㝤

● ᆏ道・พฝ地・࢝ーブではప速走行してください。

ࡑすおࡇᏲらないと、転ಽ、転ⴠᨾを㉳ࠉ

れがあります。
●�公道走行するときは公道走行関㐃法௧をᏲ

り、࿘ᅖの安全☜ㄆを必ず行ࡗてください。

� また、トラクタおよࡧ作業機の࿘ᅖにேを㏆

࡙けさࡏないでください。

� Ᏺらないと、࿘ᅖのேをᕳき㎸み、Ṛஸまࠉ

たは重യを㈇わࡏるࡇとになります。
●�公道走行するときは㹎㹒㹍をධれないでくだ

さい。

� Ᏺらないと、࿘ᅖをᕳき㎸み、Ṛஸまたはࠉ

重യを㈇わࡏるࡇとになります。
●�公道走行するときは、運行速度㸯㸳ｋｍ㸭ｈ

以下で走行してください。

 ㆙ 告

●�ࣟ ータをᢡりたたまずに⛣動走行すると、㞀

ᐖ≀などにࡪつかりࢣガをするがありま

す。

� ࣟータをᢡりたたみ、⛣動㍯を下ࡆ、ᮏయを

ᣢࡕ上ࡆて⛣動さࡏてください。
●�公道走行するときは必ず⛣動形ែにしてくだ

さい。
●�公道走行するときは、トラクタと作業機を

。ーンで㐃⤖してください࢙ࢳࢸーフࢭ

� Ᏺらないと、ពに㐃⤖置が分㞳したとࠉ

きに重大なᨾとなるྍ⬟性があります。

 ὀ ព

●�ࣟ ータを᪼㝆するとき、ேが㏆࡙くと下ᩜき

になり、ࢣガをするがあります。

� ࿘ᅖにேを㏆࡙けないでください。
●�⛣動㍯を᪼㝆するとき、ேが㏆࡙くと下ᩜき

になり、ࢣガをするがあります。࿘ᅖにே

を㏆࡙けないでください。
●�作業機の動ຊをษらないで走行すると、࿘

ᅖのேを回転≀にᕳき㎸み、ࢣガを㈇わࡏる

があります。

⛣動走行するときは、㹎㹒㹍をษࡗてください。
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（㸯）�トラクタの࢚ンࢪンをጞ動してください。

（㸰）ࣜࢩ�ンࢲの、ࢫトッ

プバࣝブを㛤いてく

ださい。

（㸱）�トラクタἜᅽ（外㒊取りฟし）を᧯作し、ࣟー

タをᢡりたたみます。

（㸲）�ࣟ ックがᅛᐃされているか☜ㄆしてください。

シリンダ

ロック ᅛᐃ

ロープ

（㸳）ࢫ�トップバࣝブを㛢ࡌてください。

（㸴）�トラクタのࣟ࣡ーࣜンクで࣓インフレームがỈ

ᖹになるようㄪᩚし、ࣟ࣡ーࣜンクの下㝆を㜵

Ṇして、⛣動を㛤ጞしてください。

１. 移動ᙧែ

 公道走行するときは、必ず⛣動形ែにしてください。

�

ロータ部を折りたたむ

ロックをかける

セーフティーチェーンとトラクタを連結する 移動輪を下げ機体を持ち上げる

取扱いୖのὀព

●�ࣟ ータの᪼㝆の際、Ἔᅽ᧯作をᛴ⃭に行うと

ྛ㒊に㐣㈇Ⲵが作用し、ᮏ機の⪏ஂ性をⴭし

くప下さࡏます。࣋ࣜ࣎ࢩンを༑分ㄪᩚし、

。てくださいࡗくりとἜᅽ᧯作を行ࡗࡺ
●�ࣟ ータ᪼㝆は、⛣動㍯が上がࡗた≧ែで行ࡗ

てください。



- 23 -

４　作業が終わったら

長ᣢࡕさࡏるために、手ධれは必ずしましࡻう。

 ὀ ព

●�動ຊをษらずに、回転㒊・ྍ動㒊の付╔≀の

㝖ཤ作業などを行うと、作業機にᕳき㎸まれ

てࢣガをするࡇとがあります。

� 㹎㹒㹍をษり、࢚ンࢪンをとめ、回転㒊やྍ

動㒊がとまࡗているを☜かめて行ࡗてくだ

さい。

１　作業ᚋのᡭධࢀ

㸯��機械の上にかかࡗている∾ⲡ等は、場の୰で

きれいに取り㝖いてください。

� 特に、回転㒊にᕳき付いたⲡは、ࢩーࣝ㒊ရ、

㍈受㒊ရ等をയつけますので、全に取り㝖い

てください。

� また、ࣟータࢣࣖࢠーࢫෆの࢝ップࣜンࢢにᕳ

付いたⲡも全に取り㝖いてください。

㸰ࣝ࣎��ト、ナット、ࣆン類のࡺるみ、⬺ⴠがないか。

また、◚ᦆ㒊ရがないか☜ㄆしてください。␗

ᖖがあれࣝ࣎、ࡤトのቑし⥾め、㒊ရの交を

してください。

㸱��タインはᾘ⪖ရです。᪩めにணഛရを‽ഛして

ください。

㸲��㹎㹒㹍㍈、㹎㹇㹁㍈、ࣙࢪイントࢫプライン㒊

など、ሬされていない㟢ฟ㒊は、さࡧを㜵ࡄ

ためࣜࢢーࢫをሬ布してください。

㸳��トラクタから作業機をはずすときは、ࢫタンド

をたててから行ࡗてください。

㸴��トラクタから作業機をはずしたら、࣡ࣃーࣙࢪ

イントはࣙࢪイントࢸࢫーに納めてください。

２　長ᮇ᱁⣡するとࡁ

㸯��機械ྛ㒊のΎᤲをしてください。

㸰��ᦶ⪖した㒊ရ、◚ᦆした㒊ရは、交してくだ

さい。

㸱ࠕ������ ⤥Ἔ⟠所一ぴ⾲ࠖにᇶ࡙き、Ἔ⬡を⿵⤥

してください。

� また、回転、回転ᨭⅬおよ࣡ࣃࡧーࣙࢪイント

のクランプࣆンを含むᦾ動㒊にはὀἜし、㹎㹒

㹍㍈、㹎㹇㹁㍈、࣡ࣃーࣙࢪイントのࢫプライ

ン㒊にはࣜࢢーࢫをሬ布してください。

㸲��ሬᦆയ㒊は⿵ಟሬ、または、Ἔをሬ布し、

さࡧのⓎ⏕を㜵いでください。

㸳��᱁納は㢼通しのⰋいᒇෆにಖ管してください。

㸴��やむをえずᒇ外にಖ管するときは、ࢩートをか

けてください。
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５　点検と整備について

ㄪᏊよく作業するために、ᐃᮇⓗに行いましࡻう。

機械のᩚഛⰋによるᨾなどをᮍ↛に㜵ࡄため

に、ࠕ����Ⅼ᳨ᩚഛ一ぴ⾲ࠖにᇶ࡙き、ྛ㒊のⅬ ・᳨

ᩚഛを行い、機械を最Ⰻの≧ែで、安ᚰして作業

が行えるようにしてください。

 ὀ ព

●�ࣟ ࣡ーࣜンクで作業機をᣢࡕ上ࡆてⅬ᳨・ㄪ

ᩚを行うとき、➨୕⪅のὀពにより、ព

に㝆下し、ࢣガをするがあります。

�トラクタࣟ࣡ーࣜンクのἜᅽ回路ཬࢪࡧャイ

をࣟッࢲンࣜࢩ・トップバࣝブࢫのࢲッࢸࣟ

クして行ࡗてください。
●�ഴᩳ地やพฝ地または㌾ᙅ地などで行うと、

トラクタや作業機がពに動きฟして、ᛮわ

。すがありますࡇᨾを㉳ࡠ

� ᖹᆠで地┙のかたい所で行ࡗてください。
●�㹎㹒㹍およ࢚ࡧンࢪンをとめずに作業する

と、➨୕⪅のὀពにより、ពに作業機が

㥑動され、ᛮわࡠᨾを㉳ࡇすがあります。

� 㹎㹒㹍をษり、࢚ンࢪンをとめ、回転㒊やྍ

動㒊がとまࡗているを☜かめて行ࡗてくだ

さい。

タインはᾘ⪖㒊ရとなࡗています。ᦶ⪖、またはᢡ

ᦆしたときは交してください。

１　Ⅼ᳨整ഛ୍ぴ⾲

時　　　　㛫 Ⅼ ᳨ 㡯 ┠ ฎ ⨨

᪂ရ⏝ 1 時㛫 全ࣝ࣎ト࣭ࢵࢼトのࡺるみ ቑし⥾ࡵ

作 業 ๓

作 業 ᚋ

機ᲔのΎᤲ
タインᦶ⪖࣭折ᦆ
タイヤ✵Ẽ圧

ⴠ⬺ࠊるみࡺン㢮のࣆト࣭ࢵࢼト࣭ࣝ࣎
㥑動系の␗ᖖ㡢ࠊ␗ᖖ動
ーン◚ᦆ࢙ࢳࠊーࣂ࢝ࠊイントࣙࢪー࣡ࣃ
ᅇ転部ྍࠊ動部の⤥油ࠊὀ油ࠊ⤥⬡


7.00‐12‐6PR͏250kPa（2.6kgf 㸭 cm2）
16× 6.50‐8‐4PR͏195kPa（2.0kgf 㸭 cm2）
16× 9.50‐8‐6PR͏235kPa（2.4kgf 㸭 cm2）
ቑし⥾ࠊࡵ部ရ⿵⤥

⨨ฎࡁ調時のᑐ応ࠖにᇶ࡙ 6ࠕ


ーズン⤊ᚋࢩ

◚ᦆ部

タインなのᾘ⪖ရ

ྛ部のΎᤲ

ሬᦆയ部

ᅇ動ᨭⅬࣆࠊン➼のᦶ⪖

⿵ಟ

᪩ࡵの部ရ

ሬまࡓは油ሬᕸ

部ရ

2,000 ㉮⾜ࡈと

まࡓは㸱ᖺࡈと

ࡁのガタつࣈࣁ

のグࣜース量ࣈࣁ

࣋ࠊはࡓまࡵ⥾トのቑしࢵࢼスࣝࢵࣕ࢟

ࣜングの部ရ

グࣜース࣭⿵
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２　油圧ࣜࢩンࢲのと調整

㸯��࣓ インフレームから交するἜᅽࣜࢩンࢲと

フ࢛ーク࢚ンドを取り外してください。

㸰��᪂しいἜᅽࣜࢩンࢲを࣓インフレームにࣆン㹁

㹎（ࣜࢩンࢲഃ）・バࢨࢿガࣝ࣎・ࢿトで取り付

けてください。

㸱��Ἔᅽࣜࢩンࢲにフ࢛ーク࢚ンドを取り付けてか

ら࣍ー࢚࣎ࣝࢫ（Ἔᅽ࣍ーࢫ）を取り付けてく

ださい。

㸲��フ࢛ーク࢚ンドはἜᅽࣜࢩンࢲ最⦰にࣆン㹁

㹎（フ࢛ーク࢚ンドഃ）がࣟック㹁㹎の✰の୰

ᚰ付㏆になるようにㄪᩚしてください。（標‽寸

法は㸰㸶㸲㹼㸰㸶㸴ੈ）

（ンドഃ࢚ーク࢛ࣇ）ンCPࣆ

࢚࣎ࣝース࣍

࢚࣎ࣝース࣍

トࣝ࣎

ࢿガࢨࢿࣂ

ンࣆ CP（ࣜࢩンࢲഃ）

ンド࢚ーク࢛ࣇ

ロࢵク CP

油圧ࣜࢩンࢲ

284 㹼 286
（ᶆ‽ᑍἲ）
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㸱　重要Ⅼ᳨⟠ᡤ୍ぴ⾲

 ㆙ 告

●�重要Ⅼ᳨⟠所は、ẖ日のጞ業๓に必ずࣝ࣎ト・ナットのࡺるみ、࣡ࣜࣆン⬺ⴠのⅬ᳨をおࡇない、ࡺる

みのあࡗた⟠所は⾲にᇶ࡙きቑし⥾め、㒊ရ交をおࡇなࡗてください。

� 。ᨾにより、Ṛஸまたは重യを㈇う༴㝤性がありますࡠᏲらないと、タイࣖの⬺㍯等のᛮわࠉ

A

B

部 重要Ⅼ᳨⟠ᡤ サイズࡌࡡ
ᕤල２㠃幅

[mm]
⥾⤖数
[ ⟠ᡤ ]

⥾ࡅトࣝク
[N࣭m] ഛ⪃

㸿 ロ࣡ーࣜンクࣈラࢵࢣトの取ࣆࡅン - - 2 - ※ 1 ཧ↷

㹀 トࢵࢼイーࣝ࣍ M16× 1.5 24 10 210 ～ 230 ቑし⥾ࡵ

※��࣡ 。とを☜ㄆしてくださいࡇンに◚ᦆが無いࣆࣜ࣡、とࡇンがᤄධされているࣆࣜ
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６　不調時の対応

 ὀ ព

●�ࣟ ࣡ーࣜンクで作業機をᣢࡕ上ࡆてⅬ᳨・ㄪᩚを行うとき、➨୕⪅のὀពにより、作業機がពに㝆

下し、ࢣガをするがあります。

�トラクタࣟ࣡ーࣜンクのἜᅽ回路ཬࢪࡧャイࣟࢸッࢲのࢫトップバࣝブ・ࣜࢩンࢲをࣟックして行なࡗ

てください。
●�ഴᩳ地やพฝ地または㌾ᙅ地などで行なうと、トラクタや作業機がពに動きฟして、ᛮわࡠᨾを㉳

。すがありますࡇ

� ᖹᆠで地┙のかたい所で行なࡗてください。
●�㹎㹒㹍ཬ࢚ࡧンࢪンをとめずに作業すると、➨୕⪅のὀពによりពに作業機が㥑動され、ᛮわࡠ

ᨾを㉳ࡇすがあります。

� 㹎㹒㹍をษり、࢚ンࢪンをとめ、回転㒊やྍ動㒊がとまࡗているࡇとを☜かめて行なࡗてください。

１ 調ฎ⨨୍ぴ⾲

　　　≧ ཎ　　　ᅉ ฎ　　　⨨

ロ
ー
タ
部

● ␗㡢のⓎ⏕

● ロータࢠヤࢣースෆのグࣜース㊊
● タイン取りࣝ࣎ࡅトのࡺるみ
● タインの折ᦆ

● グࣜース⿵
● ቑし⥾ࡵ
● タイン

● ∾ⲡࢆᣠいṧす

● 作業ጼໃが適ṇでない

● 車速が速い
● タインの折ᦆ

ཧ⪃に調ࢆの調整ࠖࡵࡓ作業の 3-4ࠕ ●

整する
● 車速ࢆୗࡆる
● タイン

● ∾ⲡがᕳࡁく ● 車速が速い ● 車速ࢆୗࡆる

ジ
ョ
イ
ン
ト

● トࣝクࣜࢵ࣑タが作

動

● ∾ⲡのฎ⌮量がከすࡂる
● 㹎Ｔ㹍の高速ጞ動

● 車速ࢆୗࡆる
● ప速ᅇ転でጞ動する

● ␗㡢のⓎ⏕

● グࣜースษࢀ

● ゅ度のつࡁ㐣ࡂ

ᦾ動部࣭（タ࣭࢘ࢼイン）ࣉイࣃ ●

スࣃイ࣭ࢲᏳ全ࣂ࢝ー取部に⤥⬡
● ロ࣡ーࣜンクᣢࡆୖࡕ高ࢆࡉつไする

油
圧
系
統

● ロータがୖがࡽない
● 速度調整⏝ࣈࣝࣂが全㛢になってい

る

ཧࢆ作業機油圧系統のⅬ᳨ࠖ 2-2-2ࠕ ●

↷しࣈࣝࣂࠊ㛤度ࢆ調整する

● ロータࢆ折りࡓࡓみ

時のロࢵクがࡽ

ない

● 油圧ࣜࢩンࢲのロࢵド部の࢛ࣇーク

▷はࡓが長いまࡉ長ࡅンド取り࢚

い

ࡺࢆトࢵࢼクࢵンドのロ࢚ーク࢛ࣇ ●

るࣜࢩࠊࡵンࢲのロࢵドࢆᅇし࢛ࣇー

ク࢚ンドの取りࡅ長ࢆࡉ調整する

 ま࢛ࣇࠊࡓーク࢚ンドのロࢵク⨨

調整ࣝ࣎トの高ࢆࡉ調整する

電
装

● ࣜ クࢵࣂ࣭ࣉラン

ランࣉが動作しな

いࡶࠊしくはトラク

タഃの動作と㐃動し

ない。

⥺は᩿ࡓードの᥋⥆Ⰻまࢥ ●
● ランࣉの◚ᦆ
ຎによる㟁圧のపୗࣜࢸࢵࣂ ●

● ᮏ機࠾よࡧトラࢵクの㓄⥺㛫㐪い

● ⿵ಟまࡓは部ရ

ࠊ㟁ࠊ㟁圧（１２V）の☜ㄆࣜࢸࢵࣂ ●


● 㓄⥺の☜ㄆ

原ᅉやฎ置のしかたがわからない場合は下記㡯とともに㉎ධඛにご相談ください。

㸯��製ရྡ

㸰��㒊ရ౪⤥型式（型式）

㸱��製造番号

㸲��ᨾ㞀ෆᐜ（できるだけ詳しく）
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２　㓄⥺ᅗ

12

12

3 4

12

160135

㻔䜰ー䝇㻕

䠎䠗ⓑ

㻔䝞ック㻕

䠍䠗㉥

䝞ックラン䝥䠗䜹ク

䠏䠗ⓑ

䠎䠗㉥䠍䠗㯮

䠐䠗㟷

㻔テー䝹㻕 㻔䝇トッ䝥㻕

㻔䜰ー䝇㻕㻔ターン㻕

160134
䝸䜰ラン䝥䠗䜹ク

㻔ターン㻕 㻔䜰ー䝇㻕

㻔䝇トッ䝥㻕㻔テー䝹㻕

䠐䠗㟷

䠍䠗㯮 䠎䠗㉥

䠏䠗ⓑ

160134
䝸䜰ラン䝥䠗䜹ク

2 1
160368

䠎䠗㯮

㻔䜰ー䝇㻕

䠍䠗㉥

㻔ラ䜲ト㻕

䝫䝆䝅䝵ンラ䜲ト䠗䠎䠬䠣䝫䝆䝅䝵ンラ䜲ト䠗䠎䠬䠣

㻔ラ䜲ト㻕

䠍䠗㉥

㻔䜰ー䝇㻕

䠎䠗㯮

160368

23

4 1

8

76

5

2 1

43

䝞ック

ᕥ

ⓑ
㉥

㯮

⥳

3
1
2
4

VCTF 0.5-4C

2㯮
ⓑ 1

㏣ຍ䠗ᕥ

VCTF 0.5-2C

VCTF 0.5-2C

2 㯮
ⓑ1

㏣ຍ䠗ྑ

VCTF 0.5-2C
ⓑ
㯮2

1

VCTF 0.5-4C

ྑ

4
2
1
3

⥳

㯮

㉥
ⓑ

7 65 4 31
ⓑ ㉥⥳㯤Ⲕ㯮

䈜᪥㎰ᕤᶆ‽㓄⥺

⥺Ⰽᙜ䛶

䠍䠗㯮䠋䜰ー䝇

䠏䠗⥳䠋䜴ィン䜹ー䠄ᕥ䠅

䠐䠗㉥䠋䝤䝺ー䜻

䠑䠗ⓑ䠋䜴ィン䜹ー䠄ྑ䠅

䠒䠗㯤䠋テー䝹

䠓䠗Ⲕ䠋䝞ック

160367
䝁ー䝗䠗䠑䠌䠌䠌㽢䠏䠑䠑䠌㽢䠍䠎䠌
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機機械械ユユーーザザーーにによよるる保保護護方方策策がが必必要要なな残残留留リリススクク情情報報
製品型式：「 TGT8840 」
製品名称：「 ジャイロテッダ 」

本本資資料料ににつついいてて
必ず取扱い説明書をよく読み、理解してから本製品を使用してください。
本資料は取扱説明書に付随する参考資料であり、本資料の内容を理解しただけで
本製品を使用してはならないので注意してください。

残留リスク情報とは改正労働安全衛生規則第24条の13及びその通知を促進するための指針
（平成24 年厚生労働省告示第132 号「機械譲渡者等が行う機械に関する危険性等の通知の促進に
関する指針」）に基づき作成した資料です。
本資料は本製品の使用者がリスクアセスメントを行う上で必要な資料となります。
本製品を使用する前に必ず本資料を確認し、機械の使用者がリスクアセスメントを行い、
必要な安全防護策を実施してください。

本製品を販売、譲渡する人は必ず本資料を取扱説明書と共に販売、譲渡した人に渡してください。
もし本資料を紛失した場合は本製品を購入した販売店までお問い合わせください。

次項からの「危害の程度」「残留リスク」は、以下の定義に従って分類し記載しています。
危険　保護方策を実施しなかった場合、死亡または重傷を負うことになる内容
警告　保護方策を実施しなかった場合、死亡または重傷を負う危険性がある内容
注意　保護方策を実施しなかった場合、ケガを負うおそれがある内容

MD-L9001-様式3

2020年2月1日
株式会社ＩＨＩアグリテック

機機械械をを使使用用すするる前前にに必必ずず本本資資料料をを読読んんででくくだだささいい。。
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機機械械ユユーーザザーーにによよるる保保護護方方策策がが必必要要なな残残留留リリススクク一一覧覧　　
（略称：残留リスク一覧表）

※1 「機械上の箇所」として示されている記号は、本製品の「残留リスクマップ」に記載されている
機械上の箇所の記号です。機械上の具体的な箇所については、「残留リスクマップ」を参照してください。

No.
運用
段階

作業
作業に必要な
資格・教育

機械上
の箇所
※1

危害の
程度

危害の内容
機械ユーザーが
実施する保護方策

1 使用 反転作業 - A 　　注意
折れたタインが飛来
し、怪我をする

保護メガネを着用す
る
作業中は接近しない

2 移動
圃場間移

動
- A 　　危険

傾斜している道や側
溝に転落し、トラク
ターキャビンに頭部を
強打する、またトラク
ターから投げ出されて
全身を強打する

強い傾斜地を走行し
ない
路肩を走行しない

3 準備 組立 - B 　　注意

ロータを展開せずにタ
インアーム、作業輪組
立時に高所から転落
し、怪我をする

ロータを展開してから
タインアーム、作業輪
を組み立てる

4 準備
作業輪高
さ調整時

- C 　　注意

タインにつまづいて転
倒し、ロータ、または
地面に頭部、身体を
強打する

保護帽またはヘル
メットを着用する

5 準備
作業輪高
さ調整時

- C 　　注意

ロータを上げた状態で
作業輪高さ調整をして
いるときにトラクター
の外部油圧操作レ
バーを操作してしま
い、ロータが降り、
ロータまたは作業輪
に挟まれて全身を強
打する

トラクターのエンジン
を止め、外部油圧操
作レバーを操作でき
ないように処置してか
ら作業する

6
準備
移動
使用

ロータ昇降
時

- C 　　危険

ロータを降ろしたとき
にロータ昇降危険範
囲にいた人がロータ、
作業輪に挟まれて全
身を強打する

ロータ昇降危険範囲
内に接近しない
ロータ昇降速度調整
用絞り弁で昇降速度
を緩やかになるよう調
整する

7 移動 移動時 - C 　　警告

ロータが下降し、ロー
タ昇降危険範囲にい
た人に当たり、頭部を
強打する

折畳みのストップバル
ブ及び機械式のロッ
クが破損していない
か仕様前に確認する

8 作業 反転作業 - C 　　危険

回転しているタイン
アーム、タインに巻き
込まれ、全身を強打
する

トラクターのエンジン
を切る
必要ないときには
ロータの回転範囲内
に入らない、また周囲
の人に入らせないよう
注意する

9 準備
作業輪高
さ調整時

- D 　　注意

作業輪高さ調整部の
回転部と非回転部の
間に指を挟み、指を骨
折する

調整時危険箇所に手
を入れない
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No.
運用
段階

作業
作業に必要な
資格・教育

機械上
の箇所
※1

危害の
程度

危害の内容
機械ユーザーが
実施する保護方策

10 準備
スタンド操

作時
- E 　　注意

スタンドを畳むときま
たは降ろすときに手を
滑らせてスタンドが勢
いよく落ち、手足を強
く強打する

取っ手を持てスタンド
操作する

11
移動使
用

スタンド操
作時

- E 　　注意
スタンドの回転部とフ
レームの間に指を挟
む

道具を使用して整備
清掃する

12 保守
整備清掃

時
- F 　　注意

フィンガーカップリング
に巻付いた草を除去
しようとし、フィンガー
カップリングに指を挟
む

道具を使用して整備
清掃する

13 使用
ロータ昇降

時
- G 　　注意

ロータを降ろしたとき
にグラスガードがロー
タ昇降危険範囲にい
た人に当たり、頭部を
強打する

ロータ昇降危険範囲
内に接近しない
ロータ昇降速度調整
用絞り弁で昇降速度
を緩やかになるよう調
整する

14 保守
グラスガー
ド清掃時

- G 　　注意

グラスガードを昇降さ
せる外部油圧レバー
を誤って操作し、グラ
スガードを整備清掃し
ていた人の手足を強
打する

ロータ昇降危険範囲
内に接近しない
ロータ昇降速度調整
用絞り弁で昇降速度
を緩やかになるよう調
整する

15 移動
ロック解除
ロープ操
作時

- H 　　注意
ロック解除ロープの網
部で手を切る

保護手袋を着用する
つり革を握って操作
する

16
移動
使用

移動輪
昇降時

- I 　　警告

移動輪を降ろしたとき
に移動輪昇降危険範
囲にいた人が移動輪
に挟まれて全身を強
打する

移動輪昇降危険範囲
内に接近しない
移動輪昇降速度調整
用絞り弁で昇降速度
を緩やかになるよう調
整する
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機機械械ユユーーザザーーにによよるる保保護護方方策策がが必必要要なな残残留留リリススククママッッププ　　
（略称：残留リスクマップ）

図中に示されている番号は、本製品の「残留リスク一覧表」に記載されている、当該箇所に関連する
保護方策の番号です。各々の残留リスクの詳細については、「残留リスク一覧表」を参照してください。





調　整 㹑㸫２１０㸱１０㹀

千 歳 本 社 066-8555 ༓ ṓ ᕷ ୖ 長 㒔 １ ０ 㸴 １ 番 ᆅ ２
 TEL 0123-26-1123
 FAX 0123-26-2412

千 歳 営 業 所 066-8555 ༓ ṓ ᕷ ୖ 長 㒔 １ ０ 㸴 １ 番 ᆅ ２
 TEL 0123-22-5131
 FAX 0123-26-2035

豊 富 営 業 所 098-4100 ኳሷ㒆㇏ᐩ⏫Ꮠୖサロ１１ࢶ࣋㸷１番ᆅ４４
 TEL 0162-82-1932
 FAX 0162-82-1696

帯 広 営 業 所 080-2462 ᖏ ᗈ ᕷ す ２ ２ ᮲  １  ┠ １ ２ 番 ᆅ ４
 TEL 0155-37-3080
 FAX 0155-37-5187

中標津営業所 086-1152 ᶆ ὠ 㒆 ୰ ᶆ ὠ ⏫  ⏫ ２  ┠ １ 㸴 番 ２
 TEL 0153-72-2624
 FAX 0153-73-2540

花 巻 営 業 所 028-3172 ᒾᡭ┴ⰼᕳᕷ▼㫽㇂⏫ᑎᯘ➨１１ᆅ１２０番㸱
 TEL 0198-46-1311
 FAX 0198-45-5999

仙 台 営 業 所 984-0032 ᐑᇛ┴台ᕷⱝᯘ༊Ⲩ５┠２１㸫１
 TEL 022-353-6039
 FAX 022-353-6040

小 山 営 業 所 323-0158 ᰣ ᮌ ┴ 小 ᒣ ᕷ ᱱ ２ ５ １ ２ 㸫 １
 TEL 0285-49-1500
 FAX 0285-49-1560

東 海 営 業 所 485-0081 ឡ ▱ ┴ 小 ∾ ᕷ ᶓ ෆ Ꮠ ❧ 㔝 㸴 ７ ８ 㸫 １
 TEL 0568-75-3561
 FAX 0568-75-3563

岡 山 営 業 所 700-0973 ᒸᒣ┴ᒸᒣᕷ༊ୗ୰㔝７０４㸫１０㸱
 TEL 086-243-1147
 FAX 086-243-1269

熊 本 営 業 所 861-8030 ⇃ ᮏ ┴ ⇃ ᮏ ᕷ ᮾ ༊ 小 ᒣ ⏫ １ 㸴 㸱 㸷 㸫 １
 TEL 096-389-6650
 FAX 096-389-6710

都 城 営 業 所 885-1202 ᐑᓮ┴㒔ᇛᕷ高ᇛ⏫✑‶ᆓ１００㸱㸫２
 TEL 0986-53-2222
 FAX 0986-53-2233

㹀ۑࠉ㸬㸮㸱㸬㸮㸱㸬㸯㹑ۼ




